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第４期スポーツ基本計画策定に向けた関係省庁との連携・協力について

○ 令和７年に改正されたスポーツ基本法の趣旨を踏まえ、第４期スポーツ基本計画においては、スポーツの価値を生かした社会課題への貢
献を目指して策定を行っているところ。
○ 第４期スポーツ基本計画のねらい（スポーツの「楽しさ」で人や地域の可能性を引き出し、未来を切り拓く）の実現に当たっては、幅広い
関係者が連携・協働し、スポーツの楽しさや意義、価値の実感に基づく関心向上や行動変容を起こすことが必要。
○ 縦割りを排し、オールジャパン体制での取組となるよう、各府省庁が取り組む政策分野における社会課題解決に、スポーツが寄与し、貢献
することのできる各種施策等を通じて、連携・協力をお願いしたい。

スポーツの「楽しさ」で人や地域の可能性を引き出し、未来を切り拓く

日本の経済成長・持続
可能な社会の実現

共生社会の実現
社会と一人一人の

ウェルビーイングの向上
健康長寿社会/

生涯現役社会の実現
国際的な

プレゼンスの向上
など

国民一人一人のスポーツへの関心向上・実施向上
スポーツを支える地域や企業、

人材等の基盤強化

みるする つながる
など

スポーツの楽しさや意義の実感、スポーツの価値のさらなる向上
※スポーツの価値の棄損防止を含む

重点課題１：

国民のスポーツ実施促進と「健康インフラ」構
築を通じた、ウェルビーイングの向上や経済成
長・豊かな社会実現への貢献

重点課題２：

ハイパフォーマンスの追求とアス
リート等を取り巻く環境整備による
成果・知見の社会への還元

重点課題３：

スポーツの意義や価値を生かした
スポーツの地域・社会への貢献支える 集まる

スポーツの「楽しさ」



省庁名 連携をお願いしたい観点
（☆：関連施策を記載いただいている観点）

第４期スポーツ基本計画
総合計画編の関連項目

こども家庭庁

○ 子供の日常的な運動習慣の確立と体力の向上に向け、地域における子供の運動遊びも含めた
体験機会の確保等に関する施策との連携。（☆）

１（２）②幼児期から生徒期
までの子供のスポーツ機会の充
実と体力の向上
ア.子供の日常的な運動習慣の
確立と体力向上

○ 女性が心身ともに健康や体力を維持向上し、元気に活躍することができるよう、女性の健康課
題（やせ、月経随伴症状、更年期症状、骨粗しょう症等）に対する健康増進施策との連携。

１（３）①女性の体力・健康
向上のための環境整備とスポー
ツ実施の促進

○ 運動・スポーツ時における安全確保の推進に向け、子供の事故防止に係る安全対策等に関す
る施策との連携。

１（５）②スポーツにおける安
心・安全の確保

厚生労働省

○ スポーツ実施率が低い子育て・働き盛り期のスポーツを通じた健康増進やウェルビーイングの向上
のため、健康日本21に基づく健康づくりの取組や労働災害防止の取組等に関する施策との連携。

１（２）④子育て・働き盛り期
（20～50代）のスポーツ環境
整備とスポーツ実施の促進

○ 国民が健康に生活し、元気に長生きできる長寿社会の実現（平均寿命と健康寿命の差の縮
小）に向け、スポーツを通じたふれあいと活力ある長寿社会の形成やスポーツを通じた高齢者の介
護予防や社会参加、地域づくりに関する施策との連携。（☆）

１（２）⑤高齢者に対するス
ポーツ環境の整備とスポーツ実
施の促進

○ 女性が心身ともに健康や体力を維持向上し、元気に活躍することができるよう、女性の健康課
題（やせ、月経随伴症状、更年期症状、骨粗しょう症等）に対する健康増進施策との連携。

１（３）①女性の体力・健康
向上のための環境整備とスポー
ツ実施の促進

○ 障害のある者の持続的なスポーツ機会の確保のため、パラスポーツセンター等の機能強化、多様
な関係団体との連携深化に関する施策との連携。

１（３）②障害のある者のス
ポーツ機会の充実による共生社
会の実現

関係省庁の皆様との連携・協力の観点①ー１
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重点課題１：国民のスポーツ実施促進と「健康インフラ」構築を通じた、ウェルビーイングの向上や
経済成長・豊かな社会実現への貢献

◆誰もが生涯を通じてスポーツを継続できる環境を整備し、スポーツを活用して経済成長を支える国民一人一人の心身の健
康の保持・増進の基盤＝「健康インフラ」の構築を目指す

◆これまでの課題を踏まえ、ターゲットとすべき重点対象を明確化して効率的に取組を進める



省庁名 連携をお願いしたい観点
（☆：関連施策を記載いただいている観点）

第４期スポーツ基本計画
総合計画編の関連項目

経済産業省

○ 女性が心身ともに健康や体力を維持向上し、元気に活躍することができるよう、女性の健康課
題（やせ、月経随伴症状、更年期症状、骨粗しょう症等）に対する健康増進施策との連携。

１（３）①女性の体力・健康
向上のための環境整備とスポー
ツ実施の促進

○ 運動・スポーツの推進が、人的資本に関する経営課題の解決に大きく寄与することについての理
解を広めるとともに、企業経営の重要な柱として位置付け、従業員の運動・スポーツの推進に取り
組む企業の拡大を図るため、健康経営を通じた運動・スポーツ推進の取組の更なる促進や運動・ス
ポーツの推進に対する投資を拡大するための関係業界への分かりやすい周知・広報等に関する施
策との連携。

１（４）②企業経営における
労働力不足や人への投資として
のスポーツの位置付の強化、③
スポーツがもたらす多様な効果の
検証とエビデンスの蓄積

○ 運動・スポーツ時における安全確保の推進に向け、商業・娯楽施設における事故防止に係る安
全対策等に関する施策との連携。

１（５）②スポーツにおける安
心・安全の確保

国土交通省
○ 運動・スポーツ時における安全確保の推進に向け、公共施設等の環境整備等に関する施策との
連携。

１（５）②スポーツにおける安
心・安全の確保

環境省 ○ 運動・スポーツ時における安全確保の推進に向け、熱中症対策の推進に関する施策との連携。
１（５）②スポーツにおける安
心・安全の確保

関係省庁の皆様との連携・協力の観点①ー２
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重点課題１：国民のスポーツ実施促進と「健康インフラ」構築を通じた、ウェルビーイングの向上や
経済成長・豊かな社会実現への貢献

◆誰もが生涯を通じてスポーツを継続できる環境を整備し、スポーツを活用して経済成長を支える国民一人一人の心身の健
康の保持・増進の基盤＝「健康インフラ」の構築を目指す

◆これまでの課題を踏まえ、ターゲットとすべき重点対象を明確化して効率的に取組を進める



重点課題２：パフォーマンスへの追求とアスリート等を取り巻く環境整備による成果・知見の社会への
還元

◆アスリートとそれに関わる全ての人の「ウェルビーイング」に配慮した国際競技力向上を目指す
◆ハイパフォーマンスの追求や環境整備、アスリートのキャリア形成支援のより多角的な促進等を通じて、その知見等を社会に
還元する

省庁名 連携をお願いしたい観点
（☆：関連施策を記載いただいている観点）

第４期スポーツ基本計画
総合計画編の関連項目

総務省
○ アスリートが外的要因に左右されず、常に最高のパフォーマンスを発揮できる環境の実現のため、
アスリートに対する誹謗中傷対策等に関する施策の連携。

２（２）②外的要因に左右さ
れず競技に専念できる環境の実
現

農林水産省
○ アスリートのキャリア形成支援をより多角的に促進し、アスリートの能力の社会への還元を図るた
め、農業界でのアスリートの活躍の促進に関する施策との連携。（☆）

２（３）キャリア形成支援、ア
スリートの特性を生かした組織の
活性化

関係省庁の皆様との連携・協力の観点②
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重点課題３：スポーツの意義や価値を生かしたスポーツの地域・社会への貢献
◆官民連携やスポーツと他分野との連携など、様々なステイクホルダーが連携し、スポーツを通じて地域や社会の目指す姿の
実現や課題解決を実現する

◆スポーツを通じて持続可能で包括的な社会づくりや我が国の国際的なプレゼンス向上に貢献する

省庁名 連携をお願いしたい観点
（☆：関連施策を記載いただいている観点）

第４期スポーツ基本計画
総合計画編の関連項目

内閣官房・
内閣府

○ スポーツ・健康まちづくりのより一層の取組の推進に向け、地域未来交付金、企業版ふるさと納
税等の活用事例の周知・展開等。（☆）

３（２）③担い手となる組織
の基盤強化

総務省
○ スポーツ・健康まちづくりのより一層の取組の推進に向け、地域おこし協力隊等の活用事例の周
知・展開等。（☆）

３（２）③担い手となる組織
の基盤強化

外務省
○ スポーツを通じた国際交流・協力の推進に向け、スポーツによる外交の推進等に関する施策との
連携。（☆）

３（３）②官民連携による国
際交流・協力を通じた諸外国と
の信頼関係の構築

農林水産省
〇 スポーツを通じた農山漁村の活性化推進に向け、農山漁村における多様な地域資源を活用した
施策との連携。（☆）

３（２）③担い手となる組織
の基盤強化

経済産業省

○ 各地域の特性や人口規模などに適したスポーツコンプレックスが推進されるよう、多種多様な好事
例を発掘・促進し、全国的な展開を図ることに関する施策との連携。

３（１）①スポーツコンプレック
スの推進

○ スポーツ団体の収益力・財務基盤強化とスポーツ事業運営人材の獲得・育成に向け、国際展
開を含め、スポーツクラブと企業のパートナーシップ形成促進や、プロスポーツリーグ・クラブにおける経
営人材等育成スポーツの更なる成長産業化に関する施策との連携。（☆）

３（１）②スポーツ団体の収
益力・財務基盤強化とスポーツ
事業運営人材の獲得・育成

関係省庁の皆様との連携・協力の観点③ー１
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省庁名 連携をお願いしたい観点
（☆：関連施策を記載いただいている観点）

第４期スポーツ基本計画
総合計画編の関連項目

国土交通省

○ 立地適正化計画において、スタジアムやアリーナ等を含む集客施設をまちなかへ誘導する対象と
すること等により、地域の活性化を図る取組を推進することや、「居心地がよく歩きたくなるまちなか」
を創出するウォーカブル政策等との連携などを通じ、スポーツに係る環境整備とまちづくりの連携。

３（２）①まちづくりと連携した
スポーツ環境の整備

○ スポーツによって集まる・つながる空間の創出に向け、スポーツに係る環境整備とまちづくりの連携
や、地域スポーツ環境の整備に向け、誰もが日常的に運動に親しめる空間としての都市公園の整
備に関する施策との連携。（☆）

３（２）①まちづくりと連携した
スポーツ環境の整備

観光庁

○ スポーツ資源、文化資源を活用した観光振興に関する地域活性化の促進に向けて、「スポーツ
庁、文化庁及び観光庁の包括的連携協定」に基づく連携・協力。

○ スポーツツーリズムを戦略的に推進し、観光振興による地域活性化を図るため、国際競争力の
高いスノーリゾートの形成や海外への情報発信等に関する施策との連携。（☆）

３（２）②スポーツツーリズム
等の地域活性化の取組の推進

環境省
○ スポーツによって集まる・つながる空間の創出に係り、地球環境に配慮した持続可能なスポーツ施
設の整備・運営等に向けて、再生可能エネルギーの設置推進やマイクロプラスチック対策等に関する
連携、地方公共団体等への先進事例の周知等に関する連携。

３（２）①まちづくりと連携した
スポーツ環境の整備

関係省庁の皆様との連携・協力の観点③ー２

重点課題３：スポーツの意義や価値を生かしたスポーツの地域・社会への貢献
◆官民連携やスポーツと他分野との連携など、様々なステイクホルダーが連携し、スポーツを通じて地域や社会の目指す姿の
実現や課題解決を実現する

◆スポーツを通じて持続可能で包括的な社会づくりや我が国の国際的なプレゼンス向上に貢献する
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